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履歴書

浜　日出夫（はま　ひでお）

学歴
1972年3月	 兵庫県立西宮高等学校卒業
1972年4月	 大阪大学人間科学部入学
1976年3月	 同卒業
1976年4月	 大阪大学大学院人間科学研究科修士課程人間学専攻入学
1978年3月	 同修了（文学修士）
1978年4月	 大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程人間学専攻入学
1980年3月	 同中途退学

職歴
（常勤）
1980年4月	 大阪大学人間科学部助手
1982年4月	 新潟大学教養部講師
1985年12月	 新潟大学教養部助教授
1988年4月	 筑波大学社会科学系助教授
1999年4月	 慶應義塾大学文学部助教授
2001年4月	 慶應義塾大学文学部教授

（塾内役職）
2003年10月	 慶應義塾大学大学院社会学研究科委員長補佐（2005年9月まで）
2007年10月	 慶應義塾大学文学部学習指導主任（三田）（2009年9月まで）
2013年10月	 慶應義塾大学大学院社会学研究科委員長（2015年9月まで）

（非常勤講師等）
1981年4月	 大阪産業大学教養部非常勤講師（1982年3月まで）
1987年4月	 日本学術振興会特定国派遣研究者（カナダ・ヨーク大学）（1988年3月まで）
1991年4月	 武蔵大学人文学部非常勤講師（1992年3月まで）
1991年12月	 大阪大学人間科学部非常勤講師（集中講義）
1993年4月	 明治学院大学社会学部非常勤講師（1993年9月まで）
1993年9月	 英国暁星国際大学客員研究員（1994年8月まで）
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1995年4月	 埼玉大学教養学部非常勤講師（1998年3月まで）
1996年4月	 一橋大学大学院社会学研究科非常勤講師（1997年3月まで）
1997年4月	 東京大学文学部非常勤講師（1998年3月まで）
1997年4月	 早稲田大学教育学部非常勤講師（2004年3月まで）
1998年10月	 千葉大学文学部非常勤講師（1999年3月まで）
1999年12月	 筑波大学社会学類非常勤講師（集中講義）
2000年9月	 武蔵野女子大学現代社会学部非常勤講師（2001年3月まで）
2000年10月	 お茶の水女子大学大学院人間文化研究科非常勤講師（2001年3月まで）
2001年4月	 お茶の水女子大学大学院人間文化研究科非常勤講師（2002年9月まで）
2001年4月	 明治学院大学大学院社会学研究科非常勤講師（2002年3月まで）
2001年12月	 奈良女子大学大学院人間文化研究科非常勤講師（集中講義）
2002年4月	 お茶の水女子大学大学院人間文化研究科非常勤講師（2002年9月まで）
2002年4月	 立教大学大学院社会学研究科非常勤講師（2003年3月まで）
2002年9月	 筑波大学大学院人文社会科学研究科非常勤講師（集中講義）
2003年1月	 筑波大学博士（社会学）学位論文審査専門委員会委員（副査）
2003年4月	 専修大学大学院文学研究科非常勤講師（2004年3月まで）
2004年4月	 早稲田大学大学院教育学研究科非常勤講師（2005年3月まで）
2004年9月	 東京都立大学人文学部非常勤講師（集中講義）
2006年3月	 筑波大学大学院人文社会科学研究科非常勤講師（集中講義）
2007年9月	 大妻女子大学人間関係学部非常勤講師（2009年3月まで）
2009年4月	 立教大学大学院社会学研究科非常勤講師（2009年9月まで）
2010年7月	 東北大学大学院文学研究科非常勤講師（集中講義）
2010年9月	 大阪市立大学大学院文学研究科非常勤講師（集中講義）
2010年12月	 法政大学大学院社会学研究科非常勤講師（集中講義）
2013年7月	 神戸大学大学院人文学研究科非常勤講師（集中講義）
2014年9月	 大阪大学大学院人間科学研究科非常勤講師（集中講義）
2015年5月	 法政大学博士（社会学）学位論文審査小委員会委員（副査）
2015年9月	 大阪大学大学院人間科学研究科非常勤講師（集中講義）
2015年11月	 Martin-Luther-Universitaet	Halle	Wittenberg,	Gastprofessor	（集中講義）
2015年12月	 日本大学大学院総合社会情報研究科博士後期課程最終試験審査委員（副査）
2017年4月	 東京通信大学設立準備室主幹研究員（2018年3月まで）
2018年4月	 東京通信大学非常勤講師（現在に至る）

学会活動
1976年6月	 関西社会学会会員（2014年3月まで）
1978年10月	 日本社会学会会員（現在に至る）
1990年6月	 日本社会学史学会会員（現在に至る）
1992年6月	 関東社会学会会員（現在に至る）
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1995年6月	 関東社会学会理事（1999年6月まで）
1999年6月	 日本社会学史学会監事（2002年6月まで）
1999年7月	 三田社会学会会員（現在に至る）
2001年6月	 関東社会学会理事（2005年6月まで）
2002年6月	 日本社会学史学会理事（2014年6月まで）
2006年11月	 日本社会学会社会学評論編集委員（2009年10月まで）
2009年4月	 日本社会学会奨励賞選考委員（2009年10月まで）
2009年10月	 日本社会学会理事（2012年11月まで）
2010年5月	 関西社会学会理事（2013年5月まで）
2015年9月	 日本社会学会理事（2018年9月まで）
2017年7月	 三田社会学会会長（現在に至る）

社会活動
2003年8月	 日本学術振興会特別研究員等審査会専門委員（2005年7月まで）
2006年1月	 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（2006年12月まで）
2007年1月	 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（2007年12月まで）
2010年12月	 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（2011年11月まで）
2014年1月	 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（2014年12月まで）
2015年1月	 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員（2015年12月まで）

賞罰なし

業績リスト
Ⅰ　著書
1	『社会学』（共著）有斐閣，2007年11月。

第1章「親密性と公共性」，第2章「相互行為と自己」，第5章「メディアとコミュニケーショ
ン」，第6章「歴史と記憶」を執筆。

2	『戦後日本における市民意識の形成―戦争体験の世代間継承―』（編著）慶應義塾大学出版会，
2008年1月。
序を執筆。

3	『社会理論と社会システム』（共編著）中央法規，2009年3月。
第4章第1節「社会的行為」を執筆。

4	『グローバル・コミュニケーション』（共編著）ミネルヴァ書房，2013年3月。
第3章編集，および「記憶と音楽―把持と予持―」を執筆。

5	『被爆者調査を読む―ヒロシマ・ナガサキの継承―』（共編著）慶應義塾大学出版会，2013年3月。
「はじめに」，および「結びにかえて」を執筆。

6	『希望の社会学―我々は何者か，我々はどこへ行くのか―』（共編著）三和書籍，2013年4月。
第13章「クロックタイムの成立と変容」を執筆。
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7	『社会学の力―最重要概念・命題集―』（共編著）有斐閣，2017年6月。
「行為類型」「日常生活世界」「エスノメソドロジー」「集団の拡大と個性の発達」を執筆。

8	『ジンメルの論点』（共著）ハーベスト社，2018年11月。
「信頼」「橋と扉」「銅ではなく信頼（NON	AES	SED	FIDES）」「これでもありあれでもある」
を執筆。

Ⅱ　論文
1	「日常」の社会学―日常生活の世界と理解社会学―
『年報人間科学』1，大阪大学人間科学部社会学・人間学・人類学研究室，113–126頁，1980年
1月。

2	 ピグマリオンとメドゥーサ―A・シュッツの「現象学的社会学」の位置―
『社会学評論』33-1，日本社会学会，64–77頁，1982年6月。

3	 シュッツと「意味」の社会学
江原由美子・山岸健編『現象学的社会学』三和書房，91–107頁，1985年4月。

4	 パラドクスとしての社会科学―「適合性の公準」をめぐって―
『MAYDAN』4，国際大学中東研究所，4–5頁，1985年4月。

5	 日常生活と旅―現象学的社会学―
碓井崧・丸山哲央・大野道邦・橋本和幸編著『社会学の焦点を求めて』アカデミア出版会，
325–343頁，1986年11月。

6	 社会科学における解釈の問題
黒田壽郎編『地域研究の方法と中東学』三修社，42–67頁，1987年6月。

7	 シュッツ＝パーソンズ論争
『社会学ジャーナル』14，筑波大学社会学研究室，47–57頁，1989年3月。

8	 シュッツの哲学と社会学
徳永恂・鈴木広編『現代社会学群像』恒星社厚生閣，55–67頁，1990年1月。

9	 シュッツの人と仕事
西原和久編『現象学的社会学の展開』青土社，14–21頁，1991年12月。

10	 社会は細部に宿る―ミクロ－マクロ問題再考―
西原和久編『現象学的社会学の展開』青土社，137–162頁，1991年12月。

11	 Alfred	Schutz	and	a	New	Idea	of	the	Social	Sciences
『社会学ジャーナル』16，筑波大学社会学研究室，（49）–（57）頁，1991年12月。

12	 現象学的社会学からエスノメソドロジーへ
好井裕明編『エスノメソドロジーの現実』世界思想社，2–22頁，1992年4月。

13	 マクルーハンの銀河系
『情況』33，情況出版，67–81頁，1993年7月。

14	 エスノメソドロジーと「羅生門問題」
『社会学ジャーナル』20，筑波大学社会学研究室，103–112頁，1995年3月。

15	 社会学の形成―行為の理解―
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徳永恂・厚東洋輔編『人間ウェーバー』有斐閣，89–118頁，1995年12月。
16	 Ethnomethodology	and	the	Rashomon	Problem

The	Gyosei	Journal	1–2,	Gyosei	International	College	in	the	U.K.,	115–120,	1995年12月。
17	 ガーフィンケル信頼論再考

『年報筑波社会学』7，筑波社会学会，55–74頁，1996年2月。
18	 秩序問題のパラダイム転換―「共通価値」から「信頼」へ―

『社会科学の新しいパラダイム』（大学院重点特別経費研究成果），筑波大学大学院社会科学研
究科，119–132頁，1996年3月。

19	 マクルーハンとグールド
『メディアと情報化の社会学』（岩波講座現代社会学22）岩波書店，97–112頁，1996年4月。

20	 タイムマシンとしての博物館
山下晋司編『観光人類学』新曜社，189–196頁，1996年7月。

21	 もうひとつの秩序問題―ジンメルからガーフィンケルへ―
『社会学史研究』18，日本社会学史学会，27–37頁，1996年7月。

22	「地球村」と「テレビの祭日」
『大航海』17，新書館，53–61頁，1997年8月。

23	「共通価値」から「信頼」へ―秩序問題のパラダイム転換―
駒井洋編『社会知のフロンティア』新曜社，82–106頁，1997年11月。

24	 エスノメソドロジーの原風景―ガーフィンケルの短編小説「カラートラブル」―
山田富秋・好井裕明編『エスノメソドロジーの想像力』せりか書房，30–43頁，1998年2月。

25	 歴史はいかにして作られるか―博物館の文法・博物館のリテラシー―
『社会学ジャーナル』23，筑波大学社会学研究室，151–162頁，1998年3月。

26	 シュッツ科学論とエスノメソドロジー
『文化と社会』1，マルジュ社，132–153頁，1999年10月。

27	 Ethnomethodology	and	the	Rashomon	Problem
Human	Studies,	vol.	22,	Nos.	2–4,	183–192,	1999年10月。

28	 ミクロ社会学とマクロ社会学
碓井崧・丸山哲央・大野道邦・橋本和幸編『社会学の理論』有斐閣，314–329頁，2000年5月。

29	 記憶のトポグラフィー
『三田社会学』5，三田社会学会，4–16頁，2000年7月。

30	「歴史の社会学」の可能性
『情況』109，情況出版，185–200頁，2000年8月。

31	 神と貨幣―ジンメルにおける社会学の形成―
居安正・副田義也・岩崎信彦編『ゲオルク・ジンメルと社会学』世界思想社，170–189頁，
2001年6月。

32	 歴史と集合的記憶―飛行船グラーフ・ツェッペリン号の飛来―
『年報社会学論集』15，関東社会学会，3–15頁，2002年6月。

33	 他者の場所―ヘテロトピアとしての博物館―
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『三田社会学』7，三田社会学会，5–16頁，2002年7月。
34	 メディアとしてのミュージアム―ふたつの展覧会をてがかりとして―

若林直樹・白尾隆太郎編『イメージ編集』武蔵野美術大学出版局，109–113頁，2003年4月。
35	 ヒロシマを歩く―慶應義塾大学被爆者調査再訪―

『法学研究』77-1，慶應義塾大学法学研究会，237–258頁，2004年1月。
36	 モニュメントとしての写真―カンボジア　トゥール・スレン博物館―

『木野評論』35，京都精華大学，95–102頁，2004年3月。
37	 The	Primal	Scene	of	Ethnomethodology:	Garfinkel’s	Short	Story	“Color	Trouble”	and	 the	
Schutz-Parsons	Controversy
那須壽編『アルフレッド・シュッツによる蔵書への「書き込み」の研究』（平成13年度～平成
14年度科学研究費補助金（基盤C）研究成果報告書），145–156頁，2004年3月。

38	 エスノメソドロジーの発見
山崎敬一編『実践エスノメソドロジー入門』有斐閣，2–14頁，2004年5月。

39	 危機としての生活世界―シュッツの“discrepancy”概念―
『年報社会科学基礎論研究』3，社会科学基礎論研究会，46–62頁，2004年6月。

40	 ヒロシマからヒロシマたちへ―ヒロシマを歩く―
有末賢・関根政美編『戦後日本の社会と市民意識』慶應義塾大学出版会，23–44頁，2005年3
月。

41	 構築主義と歴史社会学
『社会学史研究』27，日本社会学史学会，47–52頁，2005年7月。

42	 集中するヒロシマ・分散するヒロシマ―ヒロシマの継承の可能性―
『日仏社会学会年報』15，日仏社会学会，31–43頁，2005年12月。

43	 羅生門問題―エスノメソドロジーの理論的含意―
富永健一編『理論社会学の可能性』新曜社，271–289頁，2006年2月。

44	 個人的な自由―『貨幣の哲学』第四章―
岩崎信彦・廳茂編『『貨幣の哲学』という作品』世界思想社，133–156頁，2006年3月。

45	 観光のまなざしと風景―「筑波山名物がまの油」の誕生―
柴田陽弘編『風景の研究』慶應義塾大学出版会，217–240頁，2006年4月。

46	 信頼
宇都宮京子編『よくわかる社会学』ミネルヴァ書房，22–23頁，2006年10月。

47	 記憶の社会学・序説
『哲学』117，三田哲学会，1–11頁，2007年3月。

48	 ヒロシマを擦りとる
山岸健編『逍遙する記憶』三和書籍，183–199頁，2007年6月。

49	 Sauntering	through	HIROSHIMAs
CHEUNG	Chan-Fai	&	YU	Chung-chi,	eds.,	Phenomenology	2005,	vol.	1,	Zeta	Books,	107–131,	
2007年12月。

50	 ジンメルの〈社会化＝個人化〉の社会学
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『社会学史研究』30，日本社会学史学会，59–72頁，2008年6月。
51	 宗教論―合わせ鏡としての宗教と社会―

早川洋行・菅野仁編『ジンメル社会学を学ぶ人のために』世界思想社，172–190頁，2008年10
月。

52	 社会変動のミクロロジー―方法としてのベンヤミン―
金子勇・長谷川公一編『社会変動と社会学』（講座・社会変動第1巻）ミネルヴァ書房，201–
228頁，2008年11月。

53	 The	Primal	Scene	of	Ethnomethodology:	Garfinkel’s	Short	Story	“Color	Trouble”	and	 the	
Schutz-Parsons	Controversy
Hisashi	Nasu,	Lester	Embree,	George	Psathas,	Ilja	Srubar,	eds.,	Alfred	Schutz	and	his	Intel-
lectual	Partners,	UVK	Verlagsgesellschaft	mbH,	435–449,	2009年3月。

54	 日常知と知識社会学
井上俊・伊藤公雄編『文化の社会学』（社会学ベーシックス3）世界思想社，85–94頁，2009年
7月。

55	 メディアはメッセージ
井上俊・伊藤公雄編『メディア・情報・消費社会』（社会学ベーシックス6）世界思想社，3–12
頁，2009年10月。

56	 記憶と場所―近代的時間・空間の変容―
『社会学評論』60-4，日本社会学会，465–480頁，2010年3月。
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